


「人が居場所だと思う」
そんな思いから「居場人」という概念が生まれました。

家族が居場人だったら、家が安心してひきこもれる居場所になるかもしれない。

地域に居場人がいたら、少し勇気を持って外に出てみようと思えるかもしれない。

生きづらさを安心して語りあえる居場人が1人でもいたら、

本当に辛くて消えたくてどうしようもない時にもうちょっと生きてみようと思えるかもしれない。

もちろんあなたも誰かの居場人かもしれません。

いばじん

居場人と出会おう

ここに写ってる人たちが居場人かもしれないよ～会いにきてみませんか？
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当会では、2013年度から全国の家族会を対象に「ひきこもりピアサポーター」養成研修派遣事業を開始し、今年

で９年目を迎えました。インクルーシブ（社会的包摂）の考え方を大切に、家族も本人も一緒に協働していく方も、互

いに生きやすい地域社会を創っていく「仲間」として活動しています。

高知県では全国に先駆けて「高知ひきこもりピアサポートセンター」が開設され、ひきこもり経験者や家族によるピ

アサポートがスタートしました。居場所や訪問、相談、体験発表等、その活動は多岐に渡り、ひきこもりの社会的理解

の促進につながっています。

「ひきこもり」は、今もさまざまな偏見に晒されています。世間、周囲、そして自分で自分を責める声。これらが絡み

合い、孤立は深まっていきます。そして孤立していくほど、「助けて」が言えなくなってしまうのです。「自分なんかが」と

か「こんなことで助けてというのは恥ずかしい」とか、自分を卑下したり、責める気持ちが強くなっていくからです。

ピアサポート活動では、支援、被支援という枠を超えて、上下関係なく互いに寄り添います。それは、一緒に居る時

間を持つことだったり、何かを一緒にやることだったり、楽しむことだったりします。自分がここに居てもいいと感じら

れる「人」の存在とつながりが、互いを支えています。

本フェスのキーワードである「居場人（いばじん）と出会おう」には、そういう仲間の「声」が込められています。ぜひ、

その「声」と出会ってほしい、知ってほしい、耳を傾けてほしいと願います。

本フェスでは、「えいやんか みんなピアで えいやんか」を合言葉に、立場を越えて、高知県内、北海道、大分、10以

上の団体が連携協働して行います。「ひきこもり」のことだけでなく、共に生きていく社会、一緒に暮らしていく温かい

地域づくりに関心のある方にも、ぜひご覧いただきたいとおもいます。

8月6日（土）初日トークショウ（後日動画視聴可）
「ピアでつながるってなんだろう？」　〈トークショウ座長・寸劇演出〉
山﨑 正雄(高知県立精神保健福祉センター所長 ひきこもり地域支援センター全国連絡協議会会長）

8月7日（日）2日目トークショウ（後日動画視聴可）
「自分自身とピアになるには？」〈ひきこもりピアサポーター with 池上正樹（ジャーナリスト）〉

午後の部屋（後日動画視聴可）
〈マルシェ・作品展示の部屋〉
「あなたの力を貸してほしい」から始まった、高知安芸市の農福連携。「助けてください」と「ありがとう」の言葉かけで今は

26の農家さんがネットワークを組んでいる。そんな安芸市の農家とそこで働く当事者から届けられた旬の野菜、静岡県浜

松市からも無農薬の野菜が集まります。作品展示は、自分の表現、自分が大切にしているものを持ち寄ったスペースです。

その他、当日サプライズがあるかも!?

〈ひきこもり大学の部屋〉 居場所「といろ」ピアサポーター

ひきこもり大学とは、不登校やひきこもり状態にある／あった人が、自分の体験を通じて感じ、考えること、メッセージなど

を、関心のある人たちに向けて話す時間です。ひきこもり大学は、自分たちで、自分たちの生きづらさの学科名をつけます。

当事者ならではの捉え方を共有することを通じて、ひきこもりや生きづらさなどを通じて得たもの、考えたこと、知恵から、

社会からのネガティブな偏見や誤解を解いていくきっかけにもなっています。当事者本人が主体的に参加できる場です。そ

んな私たちの声を聞きにきませんか？

〈WRAPの部屋〉 りぐらっぷ高知

あなたの元気はどんな感じですか？自分と繋がっている感じはありますか？ＷＲＡＰ（元気回復行動プラン）は精神的に困

難な経験をしてきた人たちによって作られてきました。どんな状況でも、きっと自分のために出来ることがあります。自分

自身に気を配る時間を少し持ってみませんか？

〈対話の部屋〉 NPO法人 レター・ポスト・フレンド相談ネットワーク（北海道）

対話という人とのコミュニケーションに、苦手感や恐怖感さえ抱く人たちがいます。しかし対話とは言葉を直接交し合うだ

けではないと思っています。黙して語らず人の話を聴く、何となくその場に居るといった、様々な参加のありようがあり、直

接会話に留まらない、幅広い対話交流によって、新たな気づきをもらい、場や人の支えによって助けられています。この部屋

では、そんな色々な“対話”を感じ合ってみませんか？

自分がここに居てもいいと感じられる「人」とのつながり
「ひきこもり」に関心のあるみなさまへ

動画視聴の
お申込受付中！
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